
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度も、児童生徒たちの日頃の学習の成果を 

見ていただき、ありがとうございました。地域の 

方からは、合唱のすばらしさや劇のクオリティの 

高さをほめていただきました。また、いきいきと 

全力で取り組む姿を見て元気をもらったという声 

もいただきました。

毎年 11月１日は、「えひめ教育の日」として、 

県内で多くの関連行事が行われました。推進テー 

マ～ひらけ 未来！ 愛顔ひろがる えひめっ子～ 

の関連写真に、本校から応募したところ、県内 

106点の中から、優秀賞に選ばれました。「地域と 

共に別子山秋季大運動会」と題し、地域の方との 

微笑ましい様子が、評価されたものと信じています。 

 

 清々しい晴天の中、今年も校内マラソン大会が 

地域の県道をお借りして行われました。沿道には 

地域の方や保護者の方の温かい応援があり、児童 

生徒は各自ベストを尽くし、全員完走しました。 

美しい景色を見ながら走り、ゴールテープを切る 

ときの笑顔が、とても印象的でした。 

別子小・中学校だより 
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今年は例年に比べ秋が短く、ここ数日で一気に冬が来たという声が多く聞かれます。別子

山の木々は、あっという間に色付き、学校から見る周りの景色が色鮮やかでとても美しいで

す。遠くの山には、うっすら白い雪帽子も見られるようになりました。 

11 月は、多くの行事がありました。12 日、中学生全員で市内中学生音楽発表会に参加し

て、すばらしい歌声を市民文化センター大ホールに響き渡らせました。15 日に実施した生徒

会企画の「学校・地域まるごと清掃プロジェクト（通称：まるプロ）」では、日頃お世話にな

っている地域のためにという思いを持ち、公民館等の清掃活動を行いました。19 日、20 日

の野菜販売では、野菜を買いに来てくださった多くの方々とお話をする「おしゃべっし」コ

ーナーを設置し、「別子ファーム」の取組等を伝えることができました。児童生徒は、多くの

方々との「つながり」を大切に、自分たちの行動にやる気を持って取り組んでいます。いつ

も子どもたちを支え、見守ってくださっている地域のみなさま、保護者のみなさま、本当に

ありがとうございます。2 学期も残りわずか。これからもよろしくお願いいたします。 

 



 

全校生徒で上部児童センターへ移動し、「いのちの授業」 

を受けてきました。15組の赤ちゃんと保護者の方のふれあ 

いをとおして、「いのちの尊さ」を実感する貴重な経験がで 

きました。その後、「誕生学」で知られる高見先生の講義を 

とおして、自分たちがどのようにして生まれ、育てられて 

きたのかを改めて考えました。生徒たちは、多くの人から 

たくさんの愛情を受け、成長したことが実感できるよい 

機会となりました。 

  

マイントピア別子での職場体験学習も、４年目を迎えま 

した。今年も小学生が野菜販売の応援に加わり、会場を盛 

り上げました。また、「おしゃべっし」という対話ブース 

で、別子山地域の魅力をより多くの方々に伝えることがで 

きました。また、テレビや新聞など多くのメディディアに 

取り上げていただき、「地域と共に育つ学校」としての注目 

の高さを感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

 
 
 
 
 
 


